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写真 

 

研究の概要 

太陽光と水を利用し、これにクロロフィルを組

み合わせ、太陽光発電と燃料電池システムをカッ

プリングした環境調和型発電蓄電システムを建築

デザインに反映させる。 

具体的には、透明なクロロフィル太陽光発電パ

ネルを、衝立・間仕切り・壁などのインテリアエ

レメントや屋根・壁・床・窓・ベランダ手すりな

どの建築エレメントに組み合わせ、斬新な建築デ

ザインを提案する。昼間は発電した電力で様々な

低電力消費家電を稼働するとともに燃料電池に電

力を備蓄し、夜間にこれを照明等に利用する。廃

棄される天然資源の再利用から構築される低炭素

系であり、自然環境と完全に調和した新たな住環

境システムの提案である。伐採木や廃棄農作物か

らクロロフィルを取り出し、建築や装置自体が光

合成できる。光合成により酸素が発生する機構を

建築や装置に組み込むことで環境に資することもできる。また、同時に発生する水素エネルギーを利用するこ

とができる為、エネルギー対策になりえる。光合成によってエネルギーを生み出す建築が複数、連なれば環境

に良いまちとして新しく生まれ変わることもできる。例えば、街並みを壊さないよう 空き家を生かしつつ、

屋根や壁をリノベーションし光合成させることがでえきれば、過去と未来、人工物と自然が融合された今まで

にない斬新なデザインでまちを再生させることができる（図１） 

特
長
・効
果 

「光合成」を題材にして酸素を発生させる建築提案はあるが、水素エネルギーへの応用を提案した研究は見当

たらない。本提案はクロロフィル溶液を 2 重ガラス板などに充填することによって、 光合成で酸素と水素を生成

させる。 酸素は自然へ還元し、水素は人間のためのエネルギーに利用可能となる。従来の太陽光パネルとは

異なり、共生可能な植物のリサイクルによる水素発生を利用し、エネルギー創製可能かつデザイン性を伴った

一般的に望まれる建築空間を容易に達成できる点が革新的であり、新規性、優位性を備る。 

利
用
・用
途 

・壁・屋根・床・手すり・窓などのコンポーネント。 住宅をはじめとする建築に応用できる。 

・太陽光だけでなく蛍光下での水素エネルギー生成が可能であるため、仕切り壁などの内装や家具にも利用可

能。 

・建築の屋根・外壁にも展開して災害に強い分散型発電も実現でき、連ねれば街区も形成可能。 
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図１ 「光合成する建築」池口奈由子 2017 年度卒業研究計画案  

川上比奈子研究室（インテリア・建築デザイン史研究室） 

 

 


